吸入弁、吐出弁、逆止弁等のシート漏れ点検
吸入弁、吐出弁のシート漏れにより、運転中にポンプのメカニカルシール漏れなどの補修が実施できないため、装置の運転を停止した事例がある。
また、高差圧吐出逆止弁等のシート漏れによるポンプの逆回転で、メカニカルシールが漏れた不具合事例もある。

定期整備の機密テスト時には吸入弁、吐出弁、高差圧（2MPa以上）の逆止弁のシート漏れ点検を実施する。



























